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研究成果の概要（和文）：パーソン・センタード・ケアを基盤とした認知症高齢者の転倒予防プログラムの高齢
者に対する介入を３地区で実施し、その効果を明らかにした。転倒率に関して介入群では、ベースライン26.7
%、研修期間13名21.7%、実践期間13.3％、フォローアップ期間16.7％と低下したが、コントロール群と比べてそ
れぞれ有意ではなかった。実践期間の転倒率は13.3％であり、転倒者は半数まで低下した。コントロール群では
ADL、精神症状が有意に悪化したが、介入群では維持されていた。以上の結果から、認知症高齢者に対するパー
ソン・センタード・ケアを用いた転倒予防の介入効果は得られた。

研究成果の概要（英文）：The intervention of the fall prevention program for the elderly with based 
on person-centered care were conducted in 3 districts and were clarified the effects. The fall rate 
in the intervention group was 26.7% at baseline, 21.7% training period, 13.3% practice period, 
compared with the control group, these results was decreased, but was not significant, respectively.
 The fall rate in the intervention group was 26.7% at baseline, 21.7% training period, 13.3% 
practice period. In compared with the control group,it was decreased compared with baseline, but was
 not significant, respectively. The fall rate of the practice period was 13.3%, and the number of 
people was decreased to half from baseline. In the intervention group, the ADL, BPSD were 
significantly worsened compared with the control group, but same evaluations　were maintained in the
 intervention group. The following results,the effects of the fall intervention using the 
person-centered for the elderly with dementia was obtained.
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平成

研究成果の学術的意義や社会的意義
転倒予防の介入研究に関しては地域高齢者に対する運動の効果報告されているが、認知症高齢者に対する転倒予
防の介入効果は十分明らかではない。認知症高齢者は、認知症という脳神経系の疾患による症状や加齢による心
身機能の変化に伴って、転倒リスクに関連する身体機能も日々変化しやすく、転倒リスクも含めた心身の変化や
認知症高齢者自身のニーズ、感情の変化に気づかずケアが遅れて転倒につながるケースも多い。認知症高齢者に
対するパーソン・センタード・ケアを用いた転倒予防の介入効果は得られた。さらにケアスタッフの効果とし
て、転倒予防ケア質指標の有意な改善が得られたことから、転倒予防プログラムの効果が得られたと言える。



１．研究開始当初の背景 
申請者は平成 19 年～21 年度基盤研究(B)「EBN に基づいた認知症高齢者のための日本型転倒リ
スクマネジメントの開発の理論化」では認知症高齢者の転倒は、認知症の行動と心理症状(BPSD)
と健康障害が複雑に影響して引き起こされ、看護師の臨床判断の強化の必要性を明らかにした。
さらに平成 22年～25年度基盤研究(B)「臨床判断プロセスを基盤とした認知症高齢者のための
転倒予防包括看護質評価指標の開発」では、認知症高齢者の転倒予防に関する臨床判断として、
「認知症高齢者とともに行動してリスク判断」「認知症高齢者の視点を重視した看護」「情報・
ケア方法を共有するシステム」などから構成される「転倒予防包括看護質評価指標」を開発し
た。同指標はパーソン・センタード・ケアに基づいた認知症高齢者の尊厳を重視、転倒の背景
に潜在する多因子要因について認知症高齢者の視点で看護介入の独自の方法論を初めて明確に
したものであり、全国調査からも妥当性・実行可能性が検証された。認知症高齢者の転倒予防
の課題は介護保険施設においては緊急性が高く継続・発展させなければならない課題であり、
調査施設からは同指標を用いた転倒予防教育プログラムの実施依頼が多数聞かれた。そこで、
引き続き同指標から抽出したケア介入を明確化した介入プログラムと、さらにケアスタッフの
実践を強化する実践継続システムを開発し、それを実証する必要がある。 
２．研究の目的 
本研究の目的は、同指標から抽出した内容を標準化したケア介入プログラムとケアスタッフの
介入のモチベーションを継続する実践継続システムを開発し、石川・浜松・東京の３地域の介
護老人保健施設で１年間の多施設共同ランダム化比較試験(RCT)を実施、介入効果検証として①
転倒予防に関する量的効果（転倒率、受傷率など）、②実践を強化するケアスタッフの実践継続、
③介入に関してケアプロセスを分析する国内外でも全く新しい【看護介入を明確にした認知症
高齢者の転倒予防のケア介入プログラムと実践継続システムの開発と RCT による実証】を展開
させる。なお、本報告書では統計解析や考察を進めることができた浜松地区の結果を示した。 
３．研究の方法 
本研究の対象者は平成 28年 5月～平成 29年 1月に対象施設に入所していた認知症高齢者およ
びそのケアスタッフである。なお、対象施設は中核都市の老人保健施設を 5か所有する医療法
人の協力を得て、施設の規模や入所高齢者の心身の状況が同様である多床タイプの老人保健施
設に介入群1施設(100床)とコントロール群1施設(150床：ショートステイも含む)を設定した。
平成 28年 5月 1 日～平成 29 年 1 月末日まで、介入群のケアスタッフに対して、著者らが開発
した 3か月間の転倒予防プログラムの研修を実施し、その後、同プログラムの 3か月間の実践、
3 か月間のフォローアップを実施し、それぞれ研修、実践、フォローアップと呼んだ。コント
ロール群には介入は行わないで通常のケアを実施した。介入群、コントロール群ともに同時期
に認知症高齢者に対して同様の調査をそれぞれ 3回（転倒・転落記録のみ合計 4回）実施した。 
【ケアスタッフに対する転倒予防プログラム】 
転倒予防プログラムの目的：パーソン・センタード・ケアを基盤として認知症高齢者を自分の
意思をもったひとりの人と捉え、転倒につながる危険行動の原因をその人の視点から分析し、
その原因解決に取り組むことで危険行動を減少させて転倒を予防する。 
研修（3か月：平成 28年 5月～7月）：ケアスタッフを対象に転倒予防プログラム（全 3回）を
毎月 1回 1時間行い、研修によって取得した知識確認のためのクイズを実施した。 
【1か月目】実践継続に関する転倒予防プログラム：「ご一緒に転倒予防に取り組みませんか！
私たちの願いと転倒予防」本研究の目的がケアスタッフの専門職としての自己実現につながっ
て、研究の動機付けとなるような導入のプログラムである。 
【2か月目】転倒予防ケア質指標を用いた転倒予防プログラム：「転倒予防ケア質指標を活用す
ることで認知症高齢者を理解し尊厳ある関わりを通して転倒を予防しましょう」認知症高齢者
の転倒の原因、転倒予防ケア質指標の考え方と実践での活用方法を説明した。 
【3か月目】認知症高齢者の転倒予防に関する専門知識のプログラム：「認知症高齢者の視点を
重視した転倒予防のケア」認知症高齢者の転倒リスクや認知機能障害などの関係から認知症高
齢者のニーズに対応した転倒予防に関するケアを具体的に示した。 
実践（3か月：8月～10月）：看護師をリーダーとし、介護職、理学療法士、事務職による多職
種連携転倒予防チームを結成し、月 1回 1時間程度、研究者らとともに転倒した認知症高齢者
の事例検討を、転倒予防ケア質指標と施設独自に作成した検討シートを用いて、認知症高齢者
の視点から転倒の原因を分析してケアプランを立てて各フロアで転倒予防に関するケアプラン
を実践した。 
フォローアップ（3か月：11 月～平成 29年 1月）：ケアスタッフ主体で転倒予防チームが中心
となって転倒予防を推進し、転倒予防に取り組んだ。 
４．研究成果 
【高齢者に対する効果】 
転倒率について、介入群はコントロール群と比べて有意な差は認められなかったが、ベース
ライン 16 名（26.7%）と比べて、研修期間 13名(21.7%)、実践期間 8名(13.3％)、フォローア
ップ期間 10 名(16.7％)と減少した。本プログラムの介入では認知症高齢者は、それぞれの価値
観や独自のニーズが満たされて穏やかに生活できれば転倒は起こりにくいこと、転倒の発生率
のみに着目するのではなく、本介入プログラムで協調した認知症高齢者各自のニーズが満たさ
れる生活の質の向上が転倒予防につながることがスタッフに浸透したと考える。パーソン・セ



ンタード・ケアを基盤にした転倒予防介入が定着することにより、高齢者の個別の行動を予測
し、その行動に伴う転倒の危険性を事前に排除することで、効果的な転倒予防対策を構築でき
る可能性がある。 
【ケアスタッフに対する効果】 
本研究の対象者のケアスタッフは、介入群 50名(84.75%)、コントロール群は 69名（94.52%）
である。パーソン・センタード・ケアを基盤とした認知症高齢者に対する転倒予防プログラム
を用いた介入を行った結果、転倒予防ケア質指標において介入群では、ベースラインと研修後、
実践後、フォローアップ後の 3 回の評価を比較した結果、6 項目中 3 項目のフォローアップ後
の「認知症高齢者と行動を共にしてリスクを判断する」「認知症高齢者のその人の持つ視点を重
視しかかわる」、「落ち着く」が有意に改善した(p<0.05)。コントロール群には全く変化は見ら
れなかった。結論：介入群では転倒予防ケア質指標の有意な改善が得られたことから、転倒予
防プログラムの効果が得られたと言える。 
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